
こんにちは！今回は 21 日に行われた Sneaker Ages 準決勝のレポートです。 
 
 
結果は… 
 
 
残念ながら入賞ならず、敗退しました。 
 

 
この１週間の練習で、それぞれがうまく噛み合えば決勝進出も夢ではないと感じていましたが、予選とは違う、

強豪校が集まる空気に呑まれたのか、リハも本番もガチガチで、今まで失敗することのなかったところまで失敗

し、全く本来の演奏ができていませんでした。 
 
ただ、それも含めて「本番で全力を出し切れない」というのが今のうちの実力だと思います。やはり、練習量

が不足しているため、練習に裏打ちされた自信というものがありません。それを改めて痛感しました。 
 
しかし今回、失敗して負けて、彼らが大泣きするところを初めて見ました。 

これは今までのうちにはなかったこと。それだけ本気で取り組めたという証だと思います。 
 

この悔しさをバネに、2 年生はもう「来年はグランプリに出るんや！」と、雪辱を果たす気でいっぱいです。 
今回の負けから学んだことは数多くありますが、「鉄は熱いうちに打て」という諺の通り、その気持ちが冷めな

いうちに来年に向けて自主的に動き始めました。その熱い思いを踏みにじらないよう、顧問も全力でバックアッ

プしないと、と気持ちを引き締めつつ、来年にどうつながるか非常に楽しみに感じております。 
 

応援に来てくださった保護者の方々、先生方、OB の皆様には不甲斐ないところを見せてしまい申し訳ありま

せんでした。しかしこれから、まだまだ、まだまだ、もっともっと英真学園軽音楽部は伸びてゆきますので、ま

た温かい応援をよろしくお願い致します！ 
 
 
それでは、少し当日の様子をどうぞ。 

 
応援隊長が夜なべをして作ってくれたミサンガをして本番に臨みますが、緊張のためか少し固い表情… 

 
 



案の定、緊張でガチガチでしたが、準決勝の舞台で最後までやり切りました 

 

 
本番後、ひとしきり大泣きして、落ち着いた後（この後もまた泣きます） 

 
 

差し入れでいただいたアイスを頬張りつつ、リベンジを誓いました 

 
写真だけ見ていると、当日の悔しさや、いつにない彼らの神妙さはまったく伝わってきませんが…（笑） 
応援、本当にありがとうございました。次のライブは９月４日（日）の HSL in ESP です！お楽しみに！ 


